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◆製品の特徴◆

(1) パッケージソフトが適合しないためオリジナルシステムを開発し多額の開発費を費やした経験はありませ
んか？本製品はカスタマイズ前提製品であるため満足のいくシステムを比較的安価に構築することができま
す。
 

(2) 見積、受注、売上、請求、発注、仕入、支払、倉庫別の在庫管理が簡単に行え利益や売掛金、在庫をい
つでも把握することができます。

(3) 判り易い入力画面で簡単に入力操作が行えます。また、伝票複写時は行単位で複写する行を選択でき
ます。

(4) 請求残高一覧や請求書一覧からドリルダウンで詳細伝票まで表示することができます。

(5) 各種伝票→得意先台帳→住所から地図表示等、見たい情報に直ぐにアクセスできます。

(6) 伝票毎に消費税計算方法を外税伝票単位、外税請求時、内税伝票単位、内税請求時、明細行単位、
外税手入力、非課税から選択できます。

(7) 商品毎に得意先別単価、仕入先別単価を自動登録するよう設定できます。又、単価の登録履歴も参照
できます。

(8) 得意先別に伝票入力時に警告表示を行うように設定できます。

(9) 各種伝票から商品を入力時に商品を一度に複数選択して一括入力することができます。

(10) 締め操作は請求、支払の確定時のみで月次、年次の締操作は必要ありません。

(11) プロフェッショナル版ではプログラムソースが公開されるため自由にカスタマイズが行えます。
　※特に画面、帳票レイアウトの変更、並び替え条件の変更等はFileMakerProの特徴を活かして非常に簡
単に行うことができます。

(12) 導入時の性能評価用にテストデータの作成機能があり、複写元のデータを表示して作成件数を入力す
るだけでデータの作成が行え簡単に性能確認が行えます。
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本ソフトウェアは体験版のため以下の制限があります。
 ・ランタイムソリューションのためデータの共有及びPDFでの出力はできません。
 ・最初に起動してから60日間使用できますが60日経過すると起動できなくなります。
 ・その他の機能上の制限はございません。
 ・製品版の販売開始は2008/11/ 1を予定しております。

 1. 製品構成
 　以下の2種類の製品構成があります。
  (1)『FileMakerで販売管理』スタンダード版（スクリプト編集不可）
  (2)『FileMakerで販売管理』プロフェッショナル版（スクリプト編集可）

 2. スタンダード版とプロフェッショナル版の違い
 ・機能上の違いはありませんがスタンダード版はレイアウトの編集は出来ますがスクリプトの
   編集はできません。
 ・プロフェッショナル版は完全アクセス権を持つパスワードを提供致しますのでスクリプトの
   編集を含め一切の機能を自由にカスタマイズしてご使用頂けます。

 3. 動作条件
 ・製品版の使用には別途『FileMaker Pro 9』が各クライアントPCの台数分必要となります。
 ・『FileMaker Pro 9』は1ライセンスで2台のPCにインストールできますが同時に使用する
   ことはできません。
 ・『FileMaker Pro 9』以前のバージョンでは動作保障の対象外と致します。
 ・OSはWindows XP Professional, Home Edition (Service Pack 2), Windows Vista Ultimate,
   Business, Home以外は動作保障の対象外と致します。
 ・Macでの動作確認は行っておりません。フォントの違いにより項目サイズ内に収まらない場合
   が考えられます。

 4. ライセンス条件について
 ・１社に１ライセンスのご購入でインストールは何台でも可能です。
 ・但し製品をカスタマイズして第三者に販売する場合は販売先毎に別途定めるライセンス料金
   が発生致します。

 5. その他
 ・本ソフトウェアの仕様は改良のため予告なく変更することがありますが、ご容赦願います。
 ・本ソフトウェアを使用したことによって生じた損害、逸失利益、および第三者からのいかなる
   請求等につきましても、当社は一切その責任を負いかねます。
 ・FileMaker ProはFileMaker, Inc.、WindowsはMicrosoft Corporationの登録商標です。
 ・製品の仕様、価格等についてのお問い合わせは以下にお願い致します。
   株式会社ヴァップス　システム事業部開発課
 　e-mail: vector@vaps.co.jp
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◆各種業務の主な機能◆

1. 売上業務の主な機能

(1) 見積機能
 ・ 見積伝票の入力、検索、複写、見積書発行、メール送信、見積伝票から受注伝票の作成、見積NOをもとに関連す
る受注伝票の表示機能

(2) 受注機能
 ・ 受注伝票の入力、検索、複写、注文請書発行、メール送信、受注伝票から売上伝票の作成、受注NOをもとに関連
する売上伝票の表示機能、出荷状況（未出荷、一部出荷、完納）の表示、受注残数の表示、在庫数の表示

(3) 出荷機能
 ・ 送り状の発行、出荷確認

(4) 売上機能
 ・ 売上伝票の入力、検索、複写、納品書発行

(5) 入金機能
 ・ 入金伝票の入力、検索、複写

(6) 入金消し込み機能
 ・ 前回請求対象の売上伝票と今回入金伝票を一覧表示して消し込み確認が行えます。

(7) 請求締切機能
 ・ 請求先毎に請求書の確定が行えます。確定した伝票は変更ができなくなります。

(8) 請求締切取消機能
 ・ 請求先毎に確定した請求書を取り消して再確定することができます。

(9) 請求書発行機能
 ・ 請求先毎に請求書を発行することができます。請求先は個別選択、一括選択が行えます。
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2. 仕入業務の主な機能

(1) 発注機能
 ・ 発注伝票の入力、検索、複写、注文書発行、メール送信、発注伝票から仕入伝票の作成、発注NOをもとに関連す
る仕入伝票の表示機能、入荷状況（未入荷、一部入荷、完納）の表示、発注残数の表示、在庫数の表示

(2) 仕入機能
 ・ 仕入伝票の入力、検索、複写

(3) 入荷予定の確認、入荷済設定機能
 ・ 未入荷の一覧、入荷済の設定が行えます。

(4) 出金機能
 ・ 出金伝票の入力、検索、複写

(5) 支払締切機能
 ・ 支払先毎に支払書の確定が行えます。確定した伝票は変更ができなくなります。

(6) 支払締切取消機能
 ・ 支払先毎に確定した支払書を取り消して再確定することができます。

(7) 支払書発行機能
 ・ 支払先毎に支払書を発行することができます。支払先は個別選択、一括選択が行えます。
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3. 在庫管理業務の主な機能

(1) 在庫照会機能
 ・ 商品、倉庫別の在庫表示、在庫一覧表の印刷が行えます。
 ・ 在庫の内訳を伝票単位で確認できます。

(2) 入出庫機能
 ・ 入出庫伝票で入庫、出庫の入力、検索、複写が行えます。

(3) 棚卸機能
 ・ 棚卸入力表の印刷が行えます。
 ・ 実地棚卸数量を入力して入出庫伝票の自動作成が行えます。
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4. 管理帳票作成の主な機能

(1) 売上関係の帳票
 ・ 売掛残高一覧表、得意先元帳、売上日報、請求先別売上月報、商品別売上月報の印刷が行えます。

(2) 入金関係の帳票
 ・ 入金日報、請求先別入金月報の印刷が行えます。

(3) 仕入関係の帳票
 ・ 買掛残高一覧表、仕入先元帳、仕入日報、支払先別仕入月報、商品別仕入月報の印刷が行えます。

(4) 出金関係の帳票
 ・ 出金日報、支払先別出金月報の印刷が行えます。
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5. 各種マスタ保守の主な機能

(1) 得意先台帳
 ・ 得意先の分類を3種類登録できます。
 ・ 郵便番号、住所の相互変換が行えます。
 ・ 住所からボタン1つで地図を表示できます。（地図の表示はGoogleMapが使用されます）
 ・ 伝票入力時に表示するメッセージを登録できます。
 ・ 納品書、請求書の様式を登録できます。
 ・ 得意先別に商品単価を登録できます。
  ・ 宛名印刷を行うことができます。

(2) 納入先台帳
 ・ 納入先の分類を3種類登録できます。
 ・ 郵便番号、住所の相互変換が行えます。
 ・ 住所からボタン1つで地図を表示できます。（地図の表示はGoogleMapが使用されます）

(3) 仕入先台帳
 ・ 仕入先の分類を3種類登録できます。
 ・ 郵便番号、住所の相互変換が行えます。
 ・ 住所からボタン1つで地図を表示できます。（地図の表示はGoogleMapが使用されます）
 ・ 伝票入力時に表示するメッセージを登録できます。
 ・ 支払書の様式を登録できます。
 ・ 仕入先別に商品単価を登録できます。

(4) 商品台帳
 ・ 商品の分類を3種類登録できます。
 ・ 在庫評価方法を標準原価、最終仕入単価から選択できます。
 ・ 各種ファイル（Word、Excel、商品画像等）を添付文書として登録できます。
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6. 導入設定の主な機能

(1) 導入設定
 ・ 伝票毎に初期表示する担当者を設定できます。
 ・ 得意先CD、仕入先CD、納入先CD、商品CD、伝票NOの採番方法を登録できます。
 ・ 初期表示する標準倉庫を設定できます。

(2) 開始残高設定
 ・ 各種マスタを登録後、開始残高を入力するとすぐに業務を開始できます。
 ・ 得意先と締日が異なる場合でも請求書の前回請求額を入力することで対応できます。

(3) 伝票再集計
 ・ 伝票から残高、在庫数を再集計できます。何らかの原因で伝票と残高とが不一致になった場合や他のシステムから
伝票ﾃﾞｰﾀをインポートしても再集計で対応できます。
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